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本日も、ここ最近連チャンの山日記でーす。 

 

 

【2009.8.9】  

 

山は久々～、という人たちと行ってきました、中央アルプス(木曽駒ヶ岳 )  ロープウェイで 2600m 近くま

で行け、手軽にアルプスを味わえてしまう場所。山頂も無事に登頂 !   

 

ただここは団体ツアー客も多く、帰りのロープウェイは、なんと 2 時間半待ち。こりゃ遊園地の行列よりひど

いのでは。。。(整理券は配られるので、行列で待つ必要はなかったけど。) そして帰りの高速は、お約束

どおりの渋滞…  はい、とっても勉強になりました…  

 

 

≪写真 1≫お花畑もきれいな、中央アルプス 
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【2009.8.16】  

 

この日は甥っ子と高尾山へ、と思っていたものの、結局甥っ子は、姉と仮面ライダーの映画を見に行ってし

まったのでありました  

 

甥っ子を送り出した後、急きょおれも見はぐっていた映画を思いだす  公開からすでに 2 ヶ月、開演時

間は選択の余地がないほど限られていたけど、新宿での昼間の上映を見つけて、急いで出かける

 そして見たのは、 

 

https://mixi.jp/edit_diary.pl?id=1259119044
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);


 

 『剣岳  点の記』  

 

 

＜ストーリー＞  

明治時代、測量士が日本地図を完成させるために、最後の未踏峰と言われた剣岳を命がけで目指す。そ

して、そこに待っていたものとは…!!  

 

 

 

 

さて、三角点といえば、測量士が測量を行う際に地中に埋める標石で、全国に 10 万以上あると言われ

る。山頂でもよく見かけるので、おれはこれまで登頂するたびに三角点の上に立っていたけど…。 

 

 

この映画を見て、この三角点の一つ一つに、測量士たちの想いが込められているのだと実感。登山技術も

未熟な明治時代、山に三角点を設置するために、いったいどれだけの人が、どれだけの機材を持ち込ん

で、測量を続けたのか…!! なんてドラマのある仕事なんだろう…  

 

と思うと、ただの石の塊だと思っていた三角点が、なんだか急に愛おしく思えてきたり。。。  

 

 

(三角点ハンターの紅茶んさんの気持ちが、今わかりました ) 

 

 

 

おれは、すでにそこにある登山道を歩くのが専門だけど、未開拓時代に登山道を切り開いた人には、頭が

上がらない。また、古くから山を崇め、山と共に暮らす地元の人の姿も素敵だと思う。  

 

 

ほんとに、深イイ映画を観ることのできた、日曜の午後でした。  

(この映画を作ったスタッフの方、ありがとう～ ) 

 

 

 

≪写真 2≫雪の中から顔を出す三角点   



    (→これは今年の春、会津駒付近の山にて撮影したもの。) 

 

≪写真 3≫剣岳山頂  (→2005 年 8 月に登頂したときの画像。) 

 


